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３年生修学旅行 京都・奈良では、「日本の伝統文化」を学び,
大阪では「商人体験」を通して職業について学びました
３年生は５月２０日（水）２１日（木）２２日（金）の２泊３日で学年最大行事である「修学旅行」

に行ってきました。三日間ともに好天に恵まれ充実した修学旅行となりました。１日目は法隆寺の五

重塔や金堂、薬師寺など、多くの国宝や重要文化財をじっくり見学しました。世界遺産登録された東

大寺では大仏の大きさに思わず歓声があがりました。２日目は「大阪商人体験学習」でした。今年の

３年生は、１年生の時から「地域との結びつき」をテーマに地域奉仕活動やボランティア活動を行っ

てきました。そして自分たちがいつもお世話になっている地域に対して、何かできることはないかと

話し合い、地元の名産物を大阪で売って、地元をアピールしてくることを計画してきました。この体

験では、地元（小山町）の商品のよさを大阪のお客さん相手にアピールしながら売りました。持参し

た小山町の特産品が売り切れたときは「やった！よかった！」という声が上がりました。最終日は京

都でのタクシーを使っての班別見学でした。事前学習で、班ごと話し合いを何度も重ねて計画してき

ました。金閣寺や銀閣寺、二条城や清水寺などを小グループで行動しながら、思い出をつくりました。

次々と日本の伝統文化や古人の思いに触れ、生徒の顔も驚きと満足感に満ちあふれていました。三日

間を通して、生徒は集合時間や生活の約束を意識して、小山中生徒としての誇りを持った活動ができ

ました。

２年生は社会体験学習で、職業について学んできました
５月２０日（水）～２２日（金）の２泊３日で、２年生は鎌倉・東京等に「社会体験学習」行って

きました。天候にも恵まれ、約半年間をかけて計画し、準備を重ねてきました。スローガンは「過去

・現在・未来を学ぶ旅 いざ鎌倉！いざ東京！」です。学校では体験できないさまざまな貴重な体験

を通して生徒たちの成長が見られました。

１日目は「鎌倉の班別研修」でした。さわやかな初夏の陽気の中、古都・鎌倉を散策しました。２

日目は「東京テーマ別研修」で１２のグループに分かれ、伝統工芸体験や工場見学を行い、ものづく

りのすばらしさを体験しました。日本の伝統的な工芸技術や職人の卓越した技能に触れて、日本の技

術の基礎のすごさを学びました。３日目は「横浜・川崎学級別研修」でした。「東芝未来科学館」「日

産車体湘南工場」等を見学し、日本の最先端の技術や施設見学をテーマにしたものづくりを研修しま

した。これらの体験学習は、キャリア教育の一貫として、望ましい職業観や勤労意識、社会人・職業



人としての基礎的な資質や能力の育成をねらいとしています。「社会体験学習」を通して感じたこと

は、生徒たちは皆、自主自律の精神を発揮し、積極的に学ぶ姿勢が顕著でした。必ず将来への生き方

や職業感によい影響を与えてくれることになると思います。３日間の体験学習で学んだことを、秋に

予定している職場体験学習につなげていきたいと考えています。

１年生は焼津での、宿泊体験学習を行い、チームワークの大切さを学んで

きました

５月１９日（火）から１泊２日で１年生が「焼津・海の学習」に行ってきました。１日目は「カヌ

ー体験」の予定でしたが波が荒く、中止になり、「サイクリング体験」「ディスカバリーパークでの

プラネタリウム体験」を行いました。夜は焼津名物の「黒はんぺんづくり」を行い、手作りはんぺん

を皆で食べました。２日目は「ウォークラリー」です、チームワークを生かしてチェックポイントを

クリアして全員ゴールまでたどり着きました。この１泊２日の学年行事で学んだことを聞くと、「チ

ームワークの大切さ」「時間の大切さ」「海や空の大きさ」「公共の場での過ごし方」「先を見通す力」

等の意見が生徒から出されました。１年生は、この「焼津・海の学習」を通して、仲間のよさや協力

して活動するすばらしさを学び、一つまた成長することができました。

「地域の子どもは地域で育てよう」の趣旨で小山中学校

後援会が発足してから33年目を迎えました。お陰様で、

昨年度の中体連では、野球部が３位入賞を果たし、陸上

部（駅伝部）が東部大会で男女ともに３位入賞を果たし、

駿東地区総合優勝の優勝旗を手にし、男女そろっての県

大会出場となりました。県大会では男子が９位、女子が

８位と検討しました。また、秋の大会では、女子ソフト

テニス部が駿東地区３位で東部大会出場、野球部は駿東

地区大会で念願の優勝を成し遂げ、「静岡県中学校選抜野

球大会」に出場しました。また他の部活動においても、

大会等の入賞までつながらなくても、生徒たちの心身の

成長が確実になされています。 子どもたちの部活動が充

実できているのも、後援会の皆様の御支援、御協力によ

るものと心より感謝申し上げます。

※平成２６年度の小山中後援会会計決算報告を載せさせ

ていただきます。平成２７年度も昨年同様御支援よろし

くお願いいたします。


